
園・所 小 中 高 事

９：30～９：40 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　中島　早織

講義 ９：40～10：30
育成を目指す資質・能力を明確にした言語
活動と単元づくり、学習評価のポイント

教育センター教科教育部 指導主事　中島　早織

講義・演習 10：30～12：00
育成を目指す資質・能力を明確にした単元
づくりについて（オンライン）

国立教育政策研究所教育
課程研究センター研究開
発部

学力調査官　山内　裕介

講義・演習 13：00～13：30
デジタル機器を活用した「書くこと」の事例紹
介

教育センター教科教育部 指導主事　中島　早織

演習 13：30～15：30
育成を目指す資質・能力を明確にして、生
徒が主体的に授業に取り組むことができる
単元構想

教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

協議 15：30～16：20
演習で構想した単元について、受講者間で
協議

教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　中島　早織

９：30～９：40 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

講義 ９：40～10：00
育成を目指す資質・能力を明確にした言語
活動と単元づくり、学習評価のポイント

教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

実践報告 10：00～12：00
育成を目指す資質・能力を意識した言語活
動と単元づくりの実践報告

大柿高等学校 教頭　太田　智子

演習 13：00～15：30
育成を目指す資質・能力を明確にして、生
徒が主体的に授業に取り組むことができる
単元構想

教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

協議 15：30～16：20
演習で構想した単元について、受講者間で
協議

教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　綱川　和明

13：30～13：45 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　片岡　巧

講義・協議 13：45～14：45 小学校社会科の授業づくりの現状と課題 大妻女子大学家政学部 教授 澤井　陽介

座談会 15：00～16：15
小学校社会科の授業についての相談や協
議

大妻女子大学家政学部
教育センター教科教育部

教授 澤井　陽介
指導主事　片岡　巧
指導主事　首藤　慧真
指導主事　土肥　潤一朗

16：15～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　片岡　巧

社会科授業づ
く り の 悩 み を
解決！効果的
な評価や指導
法を学べる講
座です。

【準備物】
・使用教科書
・小学校学習指導要領
解説（平成29年告示）社
会編
・「指導と 評価の 一体
化」のための学習評価
に関する参考資料 小学
校 社会
※すべてデジタルデー
タ可

令和８年７月３日（金）
９：30～16：30

「書くこと」の単
元で育成を目指
す資質・能力を明
確にし た言語活
動や単元づくりを
理解し、生徒が主
体的に学習に取
り組むことができ
る単元を構想し、
指導力の向上を
図る。

30 1

国研の調査官
の話と先生方
との協議を生
かして、「書く
こと」の素敵な
単 元 を つ く っ
て み ま せ ん
か。

【準備物】
・使用教科書
・中学校学習指導要
領解説（平成29年告
示）国語編
・「指導と評価の一体
化」のための学習評
価に関する参考資料
中学校　国語
※ す べ て デ ジ タ ル
データの持参可
・所属長の許可を得た
場合のみパソコン等
の持ち込み可

〇 ― 対面

― 対面〇 教育センター

【準備物】
・使用教科書
・高等学校学習指導
要領解説（平成30年
告示）国語編
・「指導と評価の一体
化」のための学習評
価に関する参考資料
高等学校　国語
※ す べ て デ ジ タ ル
データの持参可
・所属長の許可を得た
場合のみパソコン等
の持ち込み可

教育センター
令和８年７月９日（木）

９：30～16：30

「書くこと」の単
元で育成を目指
す資質・能力を明
確にし た言語活
動や単元づくりを
理解し、育成を目
指す資質・能力を
明確にして、生徒
が主体的に学習
に取り組むことが
できる単元を構想
し、指導力の向上
を図る。

30 1

実践報告から
具 体 的 に イ
メージし、「書
くこと」の素敵
な 単 元 を つ
く っ て み ま せ
んか。

104

国語科「育成を目指
す資質・能力を明確
にした「書くこと」の
単 元 構 想 （ 中 学
校）」講座

105

国語科「育成を目指
す資質・能力を明確
にした「書くこと」の
単元構想（高等学
校）」講座

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

106

社会科「今さら聞け
ない！社会科授業
づくりのイロハ（小
学校）」講座

〇
令和８年12月24日（木）

13：30～16：30

社会科の授業
づくりや評価につ
いての不安や悩
みを共有したり、
講師の助言を受
けたりすることに
より、自身の社会
科の授業づくりに
ついて考え、授業
改善に生かせる
ようにする。

100 1―
リアルタイム・
オンライン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

９：30～９：45 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　首藤　慧真

講義 ９：45～10：15 フィールドワーク実施の現状と課題 教育センター教科教育部 指導主事　首藤　慧真

講義・協議・演習 10：20～12：00
フィールドワーク実施のための視点と方法、
事前調査

広島大学大学院人間社会
科学研究科
教育センター教科教育部

教授　熊原　康博

指導主事　首藤　慧真

実習 13：00～15：00 教育センター周辺のフィールドワーク実習
広島大学大学院人間社会
科学研究科
教育センター教科教育部

教授　熊原　康博

指導主事　首藤　慧真

協議 15：00～16：20
フィールドワークによる気付きの共有及び実
施に向けた授業の構想

広島大学大学院人間社会
科学研究科
教育センター教科教育部

教授　熊原　康博

指導主事　首藤　慧真
指導主事　片岡　巧
指導主事　土肥　潤一朗

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　首藤　慧真

13：30～13：45 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　片岡　巧

講義・協議 13：45～15：15
日本史探究及び世界史探究の授業づくりの
実際と課題

東北福祉大学教育学部 教授　藤野　敦

座談会 15：30～16：15
日本史探究及び世界史探究の授業につい
ての相談や協議

東北福祉大学教育学部
教育センター教科教育部

教授　藤野　敦
指導主事　片岡　巧
指導主事　首藤　慧真
指導主事　土肥　潤一朗

16：15～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　片岡　巧

９：30～９：35 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　川上　修平

講義 ９：35～10：45 理科における観察、実験の目的や意義 教育センター教科教育部 指導主事　川上　修平

講義・演習 10：55～12：00
第５・６学年「Ａ物質・エネルギー」の観察、
実験の実際①

教育センター教科教育部 指導主事　川上　修平

講義・演習 13：00～14：05
第５・６学年「Ａ物質・エネルギー」の観察、
実験の実際②

教育センター教科教育部 指導主事　中島　純平

講義・演習 14：10～16：20
第５・６学年「Ｂ生命・地球」の観察、実験の
実際

教育センター教科教育部
指導主事　大平　理恵
指導主事　中島　純平

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　川上　修平

10：00～10：10 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　田中　涼子

協議・講義 10：10～12：00 自然体験における指導の工夫
緑の学校
教育センター教科教育部

植物研究家　行正　将哉
指導主事　田中　涼子

演習 13：00～14：45 自然体験
緑の学校
教育センター教科教育部

植物研究家　行正　将哉
指導主事　田中　涼子

協議・発表 15：00～15：45 気付きの質を高める授業づくり 教育センター教科教育部 指導主事　田中　涼子

15：45～16：00 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　田中　涼子

【準備物】
・使用教科書
・中学校学習指導要領
解説（平成29年告示）社
会編
※すべてデジタルデー
タの持参可
※所属長の許可を得た
場合のみパソコン等の
持ち込み可

【注意事項】
当日は、動きやすい服

装、運動靴で研修に参
加してください。実習中
に 両 手 の 空 く カ バ ン
（リュックサック等）や、
バインダーがあると便利
です。帽子や水分補給
用の飲み物を準備してく
ださい。天候次第では、
小雨でも実習を屋外で
実施する場合がありま
す。雨具やタオル等を
準備してください。

各学校でフィー
ルドワークを取り
入れた授業づくり
を実施 する た め
の技能を、事前調
査や実際のフィー
ルドワークを通し
て体験的に習得
する。

20108

社会科（地理的分
野 ・ 歴 史 的 分 野 ）
「フィールドワークを
とり入れた授業づく
り～「地域調査の手
法」・「身近な地域の
歴 史 」を 事例 に～
（中学校）」講座

1

体験しながら
学ぶ！フィー
ルドワークの
計画と実施の
実 践 講 座 で
す。

〇 ― 対面 教育センター
令和８年11月10日（火）

９：30～16：30

新科目の疑問
を す っ き り 解
消！歴史探究
の秘訣を講師
が伝授！

【準備物】
・使用教科書
・高等学校学習指導要
領解説（平成30年告示）
地理歴史編
・「指導と 評価の 一体
化」のための学習評価
に関する参考資料 高等
学校 地理歴史
※すべてデジタルデー
タ可

所属校等
令和８年10月９日（金）

13：30～16：30

学習指導要領
に示さ れた 日本
史探究及び世界
史探究の趣旨や
学習内容の構造
につ いて 理 解を
深めるとともに、
探究的な学びを
充実さ せる授業
について対話的
に構想することを
通して、自身の授
業づくりについて
考え、授業改善に
生かせるようにす
る。

50

公民科の
授業を担
当する教
員の受講
も可。

リアルタイム・
オンライン110

地理歴史科「どう教
える！？日本史探
究・世界史探究（高
等学校）」講座

〇 1

116

理科「踏み出そう！
観察・実験は怖くな
い！児童と先生が
ともにワクワクする
観察・実験（小学校
第５・６学年）」講座

○ 1

観察・実 験を
楽 しく安 全 に
行うための指
導方法の基礎
を学べます！

【準備物及び注意事項】
・所属校で使用している
第５・６学年の教科書
・デジタルデータでの持
参可
・所属長の許可を得た
場合のみパソコン等の
持ち込み可

― 対面 教育センター
令和８年８月７日（金）

９：30～16：30

第５・６学年で扱
う観察・実験のポ
イントを理解する
とともに、観察・実
験を安全に行うた
めの指導方法の
基礎を身に付け
る。

24

120

生活科「見て、触れ
て、感じよう！自然
体験を授業づくりに
つなげよう！（小学
校）」講座

自然と触れ合
い「気付き」を
深める授業づ
く り に つ い て
考えよう！

【準備物等】
・自然体験に適した服
装・装備
・バインダー
・筆記用具
・ビニール袋

― 対面

ひろしま遊学の
森
広島県緑化セ
ンター（広島市
東区福田町
10166-2）

令和８年10月28日（水）
10：00～16：00

自然体験の中
で、児童が思いや
願 い を ふ く ら ま
せ、気付きの質を
高めながら充実
感や満足感を味
わうことができる
授業づくりにつな
げ る こ と が で き
る。

30 1〇



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

13：30～13：45 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

講義 13：45～14：15 育成を目指す資質・能力 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

講義・質疑応答 14：20～16：20 題材づくりのポイント 筑波大学附属小学校 教諭　平野　次郎

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

10：00～10：15 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

講義 10：15～11：15 育成を目指す資質・能力 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

協議 11：25～12：15 事前協議 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

授業参観 13：15～14：10 題材の実際 三原市立幸崎中学校 教諭　小川　大輔

協議・質疑応答 14：20～14：50 題材づくりのアイデア
三原市立幸崎中学校
教育センター教科教育部

教諭　小川　大輔
指導主事　松野　志保

協議・演習 15：00～15：50 題材づくり 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

15：50～16：00 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

10：00～10：15 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

講義 10：15～11：15 育成を目指す資質・能力 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

協議 11：25～12：20 事前協議 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

授業参観 13：20～14：10 題材の実際 三原高等学校 教諭　坂本　美貴子

協議・演習 14：20～15：10 題材づくり 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

協議・質疑応答 15：20～15：50 題材づくりのアイデア
三原高等学校
教育センター教科教育部

教諭　坂本　美貴子
指導主事　松野　志保

15：50～16：00 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　松野　志保

122
音楽科「お手本から
学ぼう！題材づくり
（小学校）」講座

124

芸術科（音楽）「お
手本から学ぼう！
題材づくり（高等学
校）」講座

123
音楽科「お手本から
学ぼう！題材づくり
（中学校）」講座

○

【準備物】
・準備物はありません。

【注意事項】
・機器又は接続環境が
整っていない場合は、
教育センターへ来所し、
教育センターの機器及
び接続環境を使用して
の受講が可能です。来
所の場合は、その旨を
メールでお知らせくださ
い。
（送信先：教科教育部：
kyckyouka@pref.hiroshi
ma.lg.jp）
・講座資料は申込方法
別（「全国教員研修プ
ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 「 メ ー
ル」）に別途お知らせし
ます。
・「Zoom」のIDとパスコー
ドは、申込方法別（「全
国 教 員 研 修 プ ラ ッ ト
フォーム」「メール」）に別
途お知らせします。

他校種の
教員も受
講可

リアルタイム・
オンライン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

令和８年７月29日（水）
13：30～16：30

具体 的な 実践
事例の紹介を通
して、児童が楽し
みながら資質・能
力を身に付けるこ
とのできる題材づ
くりのイメージをも
つことができる。

50 1

音楽教育の第
一人者から、
題 材づ く り の
ポ イ ン ト を 直
接学べます！

　授業参観等を通
して、生徒が楽し
みながら資質・能
力を身に付けるこ
とのできる題材づ
くりのイメージをも
つことができる。

15 1
他校種の
教員も受
講可

対面
三原市立幸崎

中学校

【準備物】
・中学校学習指導要領
（平成29年告示）解説音
楽編
・音楽科の教科書１冊
（学年等は任意）
・上履き

【注意事項】
・必ず公共交通機関を
利用してください。受講
者用の駐車場はありま
せん。

【準備物】
・高等学校学習指導要
領（平成30年告示）解説
芸術編
・芸術科（音楽）の教科
書１冊（学年等は任意）
・上履き

【注意事項】
・必ず公共交通機関を
利用してください。受講
者用の駐車場はありま
せん。

○
他校種の
教員も受
講可

対面
三原高等学校
（三原市宮沖
四丁目11-１）

令和８年10月22日（木）
10：00～16：00

　授業参観等を通
して、生徒が楽し
みながら資質・能
力を身に付けるこ
とのできる題材づ
くりのイメージをも
つことができる。

15 1

お手本にした
い高等学校の
授業を参観で
きます！

お手本にした
い中学校の授
業を参観でき
ます！

令和８年11月９日（月）
10：00～16：00

○



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

９：30～９：45 オリエンテーション 教育センター　教科教育部 指導主事　神原　菜穂子

講義・演習 ９：45～12：00
【鑑賞】パッケージデザインの魅力
【演習】パッケージデザインの制作※生成AI
の活用を含む

教育センター　教科教育部 指導主事　神原　菜穂子

演習 13：00～14：30 【演習】パッケージデザインの制作 教育センター　教科教育部 指導主事　神原　菜穂子

講義・協議 14：45～16：20
デザイン領域の授業づくりのポイントについ
て

教育センター　教科教育部 指導主事　神原　菜穂子

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター　教科教育部 指導主事　神原　菜穂子

９：30～９：45 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

講義 ９：45～10：45
家庭科における目標の実現を目指す授業
づくりのポイント

教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

実践報告 11：00～11：30
家庭科授業におけるデジタル機器の活用の
実際

呉市立呉中央中学校 教諭　堀田　久瑠美

協議 11：30～12：25
家庭科授業におけるデジタル機器の活用に
ついて

教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

授業参観 13：25～14：15
家庭科授業におけるデジタル機器の活用の
実際

呉市立呉中央中学校 教諭　堀田　久瑠美

協議 14：30～15：10
家庭科の目標の実現に向かうためのデジタ
ル機器の活用について

教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

講義・演習 15：10～16：20 デジタル機器を活用した家庭科授業の改善 教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　久保　紗和子

９：30～９：35 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　岩田　啓吾

講義・演習 ９：35～10：20
バックワード・デザインの授業と自身の課題
から考える授業参観のポイント

教育センター教科教育部 指導主事　岩田　啓吾

授業参観・協議 10：35～12：25
単元を見通した言語活動を中心に据えた授
業の実際

東広島市立西条中学校 教諭　宝崎　久恵

講義・演習 13：25～14：15
バックワード・デザインで考える単元計画の
ポイント

教育センター教科教育部 指導主事　岩田　啓吾

演習 14：30～16：20
バックワード・デザインに基づいた単元計画
の作成

教育センター教科教育部 指導主事　岩田　啓吾

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　岩田　啓吾

美術科、
芸術科
（美術）を
担当して
いる教員

【準備物】
・中学校学習指導要領
（平成29年度告示）解説
美術編又は、高等学校
学習指導要領（平成30
年告示）解説芸術（美
術）編
・Googleアカウント、パス
ワード

教育センター
令和８年11月12日（木）

９：30～16：30

デザイン領域の
授業づくりのポイ
ントについて、体
験を通じて学びな
がら理解し、授業
改善に生かせる
ようにする。

20 1

想いを包み魅
力 を 形 に ！
パッケージデ
ザインの授業
ポ イント が 学
べます。

対面

133

家庭科「授業をワン
ランクアップ！
～家庭科の目標の

実現に向かうデジタ
ル機器の活用～」
講座

〇 〇 〇

〇 〇128

美術科、芸術科（美
術）「伝われ！包ま
れた様々な想い～
魅力を伝え るパッ
ケージデザインの授
業づくり（中学校・高
等学校）」講座

1

見て、話して、
考えて！デジ
タル機器活用
の ヒ ン ト を み
ん な で シ ェ
ア！

【準備物】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

【注意事項】
原則、公共交通機関を
利用してください。

― 対面

呉市立呉中央
中学校（呉市
西中央四丁目
10-52）

令和８年９月11日（金）
９：30～16：30

家庭科の目標
の実現に向けて、
ICT （デジタ ル機
器）を有効に活用
し、「主体的・対話
的で深い学び」に
よる授 業改 善を
目指す。

25

【準備物】
・中学校学習指導要領
（平成29年告示）解説外
国語編
・国立教育政策研究所
「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関
する参考資料中学校外
国語（令和２年）
・使用教科書等、単元
計画作成に必要な資料
・所属校のシラバスまた
は年間指導計画
※全てデジタルデータで
の持参可
・上履き
※所属長の許可を得た
場合のみパソコン等の
持ち込み可

授業参観を通し
て生徒が意欲的
に取り組む 言語
活動のポイントに
つ い て 理 解 し 、
ゴールから逆算し
て単元を構想す
ることを通して、
指導力を高める。

30 1

実際の授業を
参観すること
で 、 理論 と実
践を統合的に
学びましょう。

令和８年11月11日（水）
９：30～16：30

○ ― 対面

東広島市立西
条中学校（東
広島市西条寺
家6466）

135

外 国 語 科 「 バ ッ ク
ワード・デザインで
考えよう！言語活
動を中心に据えた
単 元 づ く り （ 中 学
校）」講座



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

９：30～９：35 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　中村　素子

講義・演習 ９：35～12：00
外国語科の目標と「話すこと［やり取り］」の
指導の現状

教育センター教科教育部 指導主事　中村　素子

実践報告 13：00～15：00 ディスカッションの指導の工夫 福山市立福山高等学校 教諭　上山　晋平

講義・協議 15：15～16：20
ディスカッションの実践とディスカッションを
通した資質・能力の育成のための工夫

教育センター教科教育部 指導主事　中村　素子

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　中村　素子

13：00～13：05 オリエンテーション 教育センター教科教育部 指導主事　田中　涼子

交流 13：05～13：30
アプローチカリキュラムとスタートカリキュラ
ム

乳幼児教育支援センター
教育センター教科教育部

指導主事　板垣　祐美
指導主事　田中　涼子

講義 13：30～14：00 架け橋期の遊びと学び
乳幼児教育支援センター
教育センター教科教育部

指導主事　板垣　祐美
指導主事　田中　涼子

演習・協議・発表 14：00～16：15
みんなの成長につながる
幼保小交流

乳幼児教育支援センター
教育センター教科教育部

指導主事　板垣　祐美
指導主事　田中　涼子

16：15～16：30 振り返りとまとめ 教育センター教科教育部 指導主事　田中　涼子

９：30 ～ ９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

講義・演習 ９：40 ～ 12：00 旋盤に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　古川　詢

講義・演習 13：00 ～ 15：20 旋盤に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　古川　詢

協議 15：30 ～ 16：20 実践的・体験的な学習活動の充実に向けて 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

16：20 ～ 16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

９：30 ～ ９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

講義・演習 ９：40 ～ 12：00 電気制御に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　彦田　泉穂

講義・演習 13：00 ～ 15：20 電気制御に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　彦田　泉穂

協議 15：30 ～ 16：20 実践的・体験的な学習活動の充実に向けて 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

16：20 ～ 16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

ディスカッショ
ンの指導の工
夫について学
び、授業に取
り 入 れ ま し ょ
う。

【準備物】
・中学校学習指導要領
（平成29年告示）解説外
国語編又は高等学校学
習指導要領（平成30年
告示）解説外国語編英
語編
・国立教育政策研究所
「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関
する参考資料中学校外
国語（令和２年）又は高
等学校外国語（令和３
年）
・使用教科書
・所属校のシラバスまた
は年間指導計画
※全てデジタルデータで
の持参可
※所属長の許可を得た
場合のみパソコン等の
持ち込み可

〇 〇 ― 対面 教育センター
令和８年７月27日（月）

９：30～16：30

ディスカッション
を 通 し て 生 徒の
「話すこと[やり取
り]」の力を育成で
きるよう、指導の
方法や工夫につ
いて学び、指導力
を高める。

24 1136

外 国 語 科 「 デ ィ ス
カッションを通した
「話すこと ［やり取
り］」の力の育成（中
学校・高等学校）」
講座

工業科「基礎から学
ぶ実践的・体験的な
実習の工夫（機械
系）」講座

140

幼保小連携・接続
「架け橋期の遊びと
学びをつなげよう～
みんなの成長につ
ながる幼保小交流
～」講座

〇

幼児児童みん
な の 成 長 に つ
な が る 幼 保 小
交 流 を 一 緒 に
考えよう！

【準備物】
【園・所】
アプローチカリキュラム
（５歳児の年間指導計
画）
【小学校】
スタートカリキュラム（第
１ 学 年 の 年 間 指 導 計
画）、使用している国語・
算数・生活科の教科書
※すべてデジタルデー
タの持参可
・所属長の許可を得た
場合のみパソコン等の
持ち込み可
【注意事項】
・駐車場の準備はありま
せん。会場へは公共交
通機関でお越しくださ
い。

幼保小連
携に関心
のある教
職員

対面

広島県東広島
庁舎(東広島市
西条昭和町
13-10）

令和８年８月27日（木）
13：00～16：30

幼児教育と小学
校教育の特徴を
知り、それぞれ時
期の特徴を生か
した幼保小交流
の在り方を考える
ことを通して、幼
児児童の資質・能
力の育成にふさ
わしい教師の関
わりや環境構成
が分かる。

小学
校
40

園所
40

1〇

電気制御の基
礎から改めて
学べます！

【準備物】
作業服

【注意事項】
・電気系以外の教職員
の受講も可能です。
・自家用車での来場が
可能です。
・上履きは不要です。

○
工業教育
に携わる
教職員

対面

広島工業高等
学校
（広島市南区
出汐二丁目４
番75号）

令和８年８月５日（水）
９：30 ～ 16：30

146

工業科「基礎から学
ぶ実践的・体験的な
実習の工夫（電気
系）」講座

電気系実習機
械等の基礎的・基
本的な講義及び
実技講習を通し
て、ものづくりに
おける実習指導
の工夫と実践的・
体験的な学習活
動の充実につい
て学ぶ。

旋盤の基礎か
ら改めて学べ
ます！

【準備物】
作業服（帽子、安全靴、
保護メガネを含む。）

【注意事項】
・機械系以外の教職員
の受講も可能です。
・自家用車での来場が
可能です。
・上履きは不要です。

○
工業教育
に携わる
教職員

対面

広島工業高等
学校
（広島市南区
出汐二丁目４
番75号）

令和８年８月５日（水）
９：30 ～ 16：30

機械系実習機
械等の基礎的・基
本的な講義及び
実技講習を通し
て、ものづくりに
おける実習指導
の工夫と実践的・
体験的な学習活
動の充実につい
て学ぶ。

10 1

110

145



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

９：30 ～ ９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

講義・演習 ９：40 ～ 12：00 木材加工に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　沖野　浩明

講義・演習 13：00 ～ 15：20 木材加工に関する講義及び実技講習 広島工業高等学校 教諭　沖野　浩明

協議 15：30 ～ 16：20 実践的・体験的な学習活動の充実に向けて 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

16：20 ～ 16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

９：30 ～ ９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

講義・演習 ９：40 ～ 12：00 メカトロニクスに関する講義及び実技講習

マツダ株式会社
人事本部　人事・組織支援
部
人材開発推進グループ

井餘田　善登
楠野　龍飛

講義・演習 13：00 ～ 16：20 メカトロニクスに関する講義及び実技講習

マツダ株式会社
人事本部　人事・組織支援
部
人材開発推進グループ

井餘田　善登
楠野　龍飛

16：20 ～ 16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

９：30 ～ ９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

講義・演習 ９：40 ～ 12：00
三次元ＣＡＤ、３Ｄプリンタに関する講義及び
実技講習

宮島工業高等学校 教諭　岡原　賢三

講義・演習 13：00 ～ 15：40
三次元ＣＡＤ、３Ｄプリンタに関する講義及び
実技講習

宮島工業高等学校 教諭　岡原　賢三

協議 15：50 ～ 16：20 実践的・体験的な学習活動の充実に向けて 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

16：20 ～ 16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　山田　亮太

９：30～９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

講義・協議 ９：40～10：20
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間
の意義

教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

実践報告 10：30～12：30
県内の総合的な学習の時間・総合的な探究
の時間の実際

竹原市立吉名学園
福山市立福山中学校
御調高等学校

教諭　重廣　孝
教諭　箱田　淳子
教諭　宇都　禎大

演習・協議 13：30～16：20
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間
の単元づくり

教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

９：30～９：45 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

講義 ９：45～10：50
総合的な探究の時間の特質に応じた学習
の在り方

教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

演習 11：00～12：00
課題研究の取組を探究のサイクルで整理し
てみよう

教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

協議 13：00～14：00 課題研究の取組の共有 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

協議 14：00～15：00 学科の枠を超えたカリキュラム開発の実際
広島県教育委員会
高校教育指導課

指導主事　木元　智弘

協議 15：10～16：20 教科の枠を超えた課題研究について 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

製造現場で実
践されている
技術を学べま
す！

【準備物】
作業服

【注意事項】
・自家用車での来場が
可能です。
・上履きは不要です。

○
工業教育
に携わる
教職員

対面

呉工業高等学
校
（呉市阿賀北２
丁目10番１号）

令和８年７月29日（水）
９：30 ～ 16：30

ものづくりに関
する実践的・体験
的な講義及び実
技 講 習 を 通 し て
実践的なスキル
や考え方を身に
付ける。

10

147

工業科「基礎から学
ぶ実践的・体験的な
実習の工夫（建築
系）」講座

令和８年８月５日（水）
９：30 ～ 16：30

建築系実習機
械等の基礎的・基
本的な講義及び
実技講習を通し
て、ものづくりに
おける実習指導
の工夫と実践的・
体験的な学習活
動の充実につい
て学ぶ。

10 1
木材加工の基
礎から改めて
学べます！

【準備物】
作業服

【注意事項】
・建築系以外の教職員
の受講も可能です。
・自家用車での来場が
可能です。
・上履きは不要です。

151

工業科「ホントはカ
ンタン！何でも作れ
る！基礎から学ぶ３
Ｄプリンタを活用し
た 授 業 づ く り の 工
夫」講座

○ 30 1

○
工業教育
に携わる
教職員

対面

広島工業高等
学校
（広島市南区
出汐二丁目４
番75号）

1148

工業科「メカトロニク
スの実践的なスキ
ルの習得に向けた
実践的・体験的な実
習 の 工 夫 （ 初 級
編）」講座

― 対面 教育センター

３Ｄプリンタに
よ る 成 形 ・ 造
形が誰でも体
験できます！

【注意事項】
※区分を工業科として
いますが、教科に関係
なく、どなたでも受講可
能です。
・自家用車での来場が
可能です。
・上履きは不要です。

※区分を
工業科と
していま
すが、教
科に関係
なく、どな
たでも受
講可能で
す。

対面

宮島工業高等
学校
（廿日市市物
見西二丁目６
番１号）

令和８年８月21日（金）
９：30 ～ 16：30

三次元ＣＡＤ、３
Ｄプリンタに関す
る講義及び実技
講習を通して、授
業づくりの工夫と
実践的・体験的な
学習活動の充実
について学ぶ。

令和８年７月29日（水）
９：30～16：30

総合 的な 学習
の時間・総合的な
探究の時間にお
いて、児童生徒の
豊かな学習の姿
を見い だ す た め
に、何を大切に単
元構想・計画する
と 良い のか を理
解し、自校での実
践に生かす。

30 1152

総合的な学習の時
間・総合的な探究の
時間 「児童生徒の
姿から考える！単
元づくり」講座

【準備物】
準備物はありません。

〇 ― 対面 教育センター
令和８年11月12日（木）

９：30～16：30

総合 的な 探究
の時間の特質に
応じた学習の在り
方を理解し、課題
研究における探
究のプロセスをデ
ザインする力を身
に付け、実践に生
かす。

30 1

探究のプロセ
スを学び、生
徒が 楽しく挑
戦できる課題
研究を考えま
す！

154

総合的な探究の時
間「探究×専門教
科における課題研
究！主体的な学び
の実現に向けた単
元づくり」講座

〇

児童生徒のわ
くわく＆もやも
やを引き出す
単 元 づ く り を
学べます！

【準備物】
準備物はありません。

〇 〇



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

13：30～13：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

講義・協議・演習 13：40～16：20 探究文化が根付く総合的な探究の時間とは
教育センター企画部
東京学芸大学

指導主事　大野　博貴
教授　西村　圭一

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

13：30～13：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

講義・協議・演習 13：40～16：20
問いを起点とした教科・科目における探究と
は

教育センター企画部
東京学芸大学

指導主事　大野　博貴
教授　西村　圭一

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

13：30～13：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

協議・演習 13：40～16：20
総合的な探究の時間の推進に向けた校内
研修づくり

教育センター企画部
東京学芸大学

指導主事　大野　博貴
教授　西村　圭一

16：20～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　大野　博貴

９：30～９：40 オリエンテーション 教育センター企画部 指導主事　川上　修平

講義・演習 ９：40～11：10
障害のある児童生徒の実態に即したキャリア教
育の進め方

広島大学大学院
人間社会科学研究科

准教授　朝岡　寛史
准教授　村上　理絵

協議 11：20～12：10 講義・演習に係る協議（質疑応答等）
広島大学大学院
人間社会科学研究科
教育センター企画部

准教授　朝岡　寛史
准教授　村上　理絵
指導主事　川上　修平

報告・協議 13：10～14：10 生徒の自己理解を促すキャリア教育の実践報告
尾道特別支援学校
教育センター企画部

教諭　高盛　大輔
指導主事　川上　修平

演習・協議 14：25～16：15
障害のある児童生徒の実態に即してキャリア発
達を促す授業づくり

尾道特別支援学校
教育センター企画部

教諭　高盛　大輔
指導主事　川上　修平

16：15～16：30 振り返りとまとめ 教育センター企画部 指導主事　川上　修平

９：30～９：35 オリエンテーション 教育センター総務部 主任　吉田　紘子

講義 ９：35～10：05 給与制度・各種手当について 教職員課職員給与室 講師

講義・演習 10：05～12：00
諸手当の認定における実務基礎演習・事例
演習（扶養手当・住居手当・通勤手当等)

教職員課職員給与室 講師

講義・演習 13：00～14：50
諸手当の認定における実務基礎演習・事例
演習（扶養手当・住居手当・通勤手当等）

教職員課職員給与室 講師

講義 14：50～15：20 給与システムについて 教職員課職員給与室 講師

演習・協議 15：30～16：25 問題解決のポイント（グループワーク） 教職員課職員給与室 講師

16：25～16：30 振り返りとまとめ 教育センター総務部 主任　吉田　紘子

1

1

【Zoom情報】
申込方法別（「全国教
員研修プラットフォー
ム」「メール」）に別途
お知らせします。

　探究文化を根付
かせるために大
切にしている点や
工夫している点を
見 付 け 、 実 践に
生かす。

30 1

広島、青森、大
分 、 沖 縄 の 教
員と、探究の種
をまく、最初の
一 歩 を 考 え ま
す！

広島、青森、大
分 、 沖 縄 の 教
員と、探究活動
を 推 進 す る 取
組を創ります！

【Zoom情報】
申込方法別（「全国教
員研修プラットフォー
ム」「メール」）に別途
お知らせします。

広島、青森、大
分 、 沖 縄 の 教
員と、教科にお
け る 探 究 的 な
学 び に つ い て
考えます！

【Zoom情報】
申込方法別（「全国教
員研修プラットフォー
ム」「メール」）に別途
お知らせします。

令和９年１月18日（月）
13：30～16：30

生徒に対する指
導体制や実践を
支える運営体制
について協議す
ることを通して、
総合的な探究の
時間の校内推進
体制の在り 方を
考え、実践に生か
す。

30

令和８年10月26日（月）
13：30～16：30

生徒の資質・能
力を育成す るた
めの問いづくりに
ついて考えること
を通して、教科・
科目の実践に生
かす。

30

〇

他校種の
教員も受
講可

リアルタイム・
オンライン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

156

総合的な探究の時
間「東京学芸大学、
他県との協働・共創
プロジェクト②探究
文化を根付かせる
総合的な探究の時
間」講座

158

総合的な探究の時
間「東京学芸大学、
他県との協働・共創
プロジェクト④探究
の実装化！探究的
な学びを支える体
制づくり」講座

157

総合的な探究の時
間「東京学芸大学、
他県との協働・共創
プロジェクト③問い
を チ ェ ン ジ ！ ？教
科・科目における探
究」講座

〇

他校種の
教員も受
講可

リアルタイム・
オンライン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

令和８年８月28日（金）
13：30～16：30

リアルタイム・
オンライン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

〇

他校種の
教員も受
講可

【準備物及び講座資料】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム お
知らせ通知」「メール」）
に別途お知らせします。

【注意事項】
原則として、講座資料等
の紙媒体での配付はし
ません。
初めて給与事務に携わ
る方や基礎から復習し
た い 方 向 け の 講 座 で
す。

161

キャリア教育「障害
のある児童生徒の
実態に応じたキャリ
ア教育を考える」講
座

○

【注意事項】
本講座は、ハイブリット
実施の講座です。「全国
教員研修プラットフォー
ム」での申込みの際、
「対面」、「リアルタイム・
オンライン」のいずれか
を選択してください。
【 準 備 物 及 び Zoom 情
報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

○ ○

特別支援
学校教員
または特
別支援学
級担当者

対面、リア
ルタイム・
オンライン

【対面】
教育センター

【リアルタイム・オ
ンライン】

所属校等

令和８年12月14日（月）
９：30～16：30

障害のある児童
生徒のキャリア発
達を促す教育活
動を充実させるた
めに理論と実践
を学び、実態に即
し た 系統的な 取
組に生かす。

対面
50

リアルタイ
ム・

オンライン

50

1

学びと情報交
換から実態に
応 じ た キ ャ リ
ア教育のヒン
ト を み ん な で
探る！

令和８年10月27日（火）
９：30～16：30

給与関係法令
等の基礎的知識
を習得するととも
に、 関係法令等
に基づいた適切
な事務処理を行う
力を身に付ける。

60

はじめて でも
安心！法令や
事例から学ぶ
基 礎 講 座 で
す。

〇 ― 対面 教育センター179
学校事務「基礎から
学ぶ！給与関係事
務」講座

1



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

15：00～15：05 オリエンテーション 教育センター総務部 主任　吉田　紘子

講義・演習 15：05～15：45
給与事務実態調査・監査等における指摘事
項（扶養手当・住居手当・通勤手当等）

教職員課職員給与室 講師

講義・演習 15：45～16：25 給与事務におけるよくある問合せ 教職員課職員給与室 講師

16：25～16：30 振り返りとまとめ 教育センター総務部 主任　吉田　紘子

14：00～14：05 オリエンテーション
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

講義 14：05～14：55
肢体不自由のある児童生徒が示す学習上
及び生活上の困難さと指導上の配慮事項
について

独立行政法人国立特別支
援教育総合研究所

主任研究員　藤本　圭司

話題提供 14：55～15：15 肢体不自由特別支援学級の授業の実際 尾道市立向島中央小学校 教諭　古山　和葉

協議 15：25～16：20 具体的な指導・支援方法や授業の工夫

尾道市立向島中央小学校
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

教諭　古山　和葉

指導主事　井上　歩美

16：20～16：30 振り返りとまとめ
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

13：30～13：35 オリエンテーション
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

交流 13：35～14：05 多様な子供たちとは
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

講義・協議 14：05～15：35
多様な子供たちが学びやすい授業づくり～
これからのユニバーサルデザインの授業～

熊本大学大学院教育学研
究科

教授　菊池　哲平

協議 15：45～16：20 明日からの授業に向けて
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

16：20～16：30 振り返りとまとめ
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　井上　歩美

13：30～13：45 オリエンテーション
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　金本　倫子

講義・協議 13：45～16：20
発達段階から学ぶ学習の基盤となる言葉を
育むための関わり方

東京学芸大学　総合教育
科学系特別支援講座

講師　村尾　愛美

16：20～16：30 振り返りとまとめ
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　金本　倫子

13：45～13：50 オリエンテーション
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　三好　彩加

講義 13：50～15：20 子供の頭部外傷の病態と対応法
０歳からの頭のかたちクリ
ニック東京日本橋

院長　五味　玲

事例交流・
質疑応答

15：30～16：20 自校の事例と学びの交流及び質疑応答

０歳からの頭のかたちクリ
ニック東京日本橋
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

院長　五味　玲

指導主事　三好　彩加

16：20～16：30 振り返りとまとめ
教育センター
特別支援教育・教育相談
部

指導主事　三好　彩加

【講座資料及びZoom情
報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム お
知らせ通知」「メール」）
に別途お知らせします。

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

令和８年８月28日（金）
15：00～16：30

給 与 事 務 の
チェックポイントを
押さえ、適切な事
務処理に役立て
る。

〇 ―
リアルタイ
ム・オンラ
イン

100

186

特別支援教育「肢
体不自由特別支援
学級の授業づくり
（基礎・基本）」講座

〇

「困った」を解
決！事例で学
ぶ給与事務の
チェックポイン
ト

【準備物】
授業で使用している教
材・教具

【Zoom情報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

令和８年７月３日（金）
14：00～16：30

リアルタイ
ム・オンラ
イン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

　肢体不自由特
別支援学級に在
籍する児童生徒
理解や、障害の
特性に応じた支
援や学びやすい
学習環境の整備
等、基本的な指
導・支援の考え方
を学び、実際の授
業づくりに生かす
ことができるよう
にする。

20 1

肢体不自由教
育の基本的な
指導・支援の考
え方を学びま
しょう！

1

〇

肢体不自
由教育を
担当する
教職員

180

学校事務「おさえよ
う ！ 給 与 事 務 の
チェックポイント」講
座

令和８年10月９日（金）
13：30～16：30

学習上の困難さ
がある子供 た ち
に応じたユニバー
サルデザインの
視 点 を 生か し た
指導・支援の考え
方を理解し、授業
実践に生かすこと
ができるようにす
る。

100 1

多様な子供た
ちが学びやす
い 授 業 づ く り
につながるヒ
ン ト は こ こ
に！

【 準 備 物 及 び Zoom 情
報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

○ ○ ―
リアルタイ
ム・オンラ
イン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

―
リアルタイ
ム・オンラ
イン

○

○194

特別支援教育「多
様な子供たちの学
びに合わせた授業
づくり－改めてユニ
バーサルデザイン
の視点から考えて
みよう－」講座

○

○○197

特別支援教育「発
達段階から学ぶ！
学習の基盤となる
言葉を育むための
関わり方」講座

○

リアルタイ
ム・オンラ
イン

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

令和８年９月29日（火）
13：45～16：30

頭部外傷とその
対応について学
び、適切な判断と
処置ができるよう
にする。

養護
教諭
100

養護
教諭
以外
20

所属校等（教
育センターでの
オンライン受講
可）

【準備物】
準備物はありません。

【Zoom情報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

学習の基盤とな
る「話す・聞く・読
む・書く」ときに必
要な言葉を育む
ために、就学前か
らの言葉の発達
段階を理解し、具
体的な指導・支援
に生かすことがで
きるようにする。

80 1

言葉の発達を
改めて学ぶこ
と が で き ま
す！

令和８年12月７日（月）
13:30～16:30

202
健康教育「頭部外
傷への対応」講座

○ ○ 1

「頭打った！」
の声にも慌て
ず対応！安心
の対応力をみ
んなで身に付
けましょう。

【注意事項】
本講座は、職種ごとに
募集人数を設定してい
ます。「全国教員研修プ
ラットフォームでの申込
の際、「養護教諭」「養
護教諭以外」のいずれ
かを選択してください。

【 準 備 物 及 び Zoom 情
報】
申込方法別（「全国教員
研修プラットフォーム」
「メール」）に別途お知ら
せします。

○ ○

養護教諭

※養護教
諭を対象
とした内
容となり
ますが、
養護教諭
以外の教
職員も受
講可能で
す。

※職種に
よる募集
人数を設
定してい
ます。



園・所 小 中 高 事

これまでの知識・技能をアップデートしたい教職員向け講座

講座
番号

講座名

対象

受講対象 実施方法 会場 日時
募集
人数
(人）

回数
（回）

講座の
PRポイント

準備物・注意事項内容 講師所属 講師名講座のねらい 形態 時間帯

9：30～9：40 オリエンテーション 義務教育指導課 指導主事　有田 貴信

講義・演習 9：40～12：00 プログラミングに必要な基礎的技能の習得 義務教育指導課 指導主事　有田 貴信

演習 13：00～15：30
ネットワークを利用した双方向性のあるコン
テンツのプログラミングによる問題解決

義務教育指導課 指導主事　有田 貴信

協議 15：30～16：15
制作したプログラムの交流及びプログラム
の改善

義務教育指導課 指導主事　有田 貴信

16：15～16：30 振り返りとまとめ 義務教育指導課 指導主事　有田 貴信

９：30～９：45 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義 ９：45～10：45
SCHOOL“S”における個々の児童生徒の状
況に応じた具体的な支援の工夫やSプロの
考え方について理解する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実習 10：45～14：15
SCHOOL“S”における児童生徒への支援を
実際に体験する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・演習 14：30～16：20

SCHOOL“S”における支援の体験を踏ま
え、アセスメントの重要性等、不登校等児童
生徒への多様な支援の在り方について講
義・演習する。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

13：30～13：40 オリエンテーション
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・協議 13：40～14：20
不登校等児童生徒への支援の在り方・考え
方についての講議・協議を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

実践報告・交流 14：20～15：30
不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）推
進校における不登校等児童生徒への支援
の具体について知る。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

講義・交流・協議 15：30～16：20
不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）推
進校における実践報告を踏まえ､アセスメン
トについての講義・交流・協議を行う。

個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

16：20～16：30 振り返りとまとめ
個別最適な学び担当
不登校支援センター

指導主事

ー〇 ― 対面 教育センター
令和８年10月５日（月）

９：30～16：30

　生徒に「ネットワーク
を利用した双方性の
あるコンテンツのプロ
グラミングによる問題
解決」を適切に指導で
きるようにするため
に、実際にプログラミ
ングを行う演習を実施
し、教師が安全かつ適
切にプログラミングを
行うための技能の向
上を図る。

20 1

担当指導主事
が教師役、受
講者が生徒役
になり授業形
式で研修を進
めていきま
す。

〇

C：令和８年 ７月 ２日（木）
D：令和８年 ７月 ７日（火）
E：令和８年 ９月11日（金）
F：令和８年10月 ８日（木）
G：令和８年11月10日（火）
H：令和８年12月10日（木）

      ９：３０～１６：３０

SCHOOL“S”で
の支援の実際や
アセスメントの演
習や講義を往還
す る こ と を 通 し
て 、 不 登校 等児
童生徒の支援の
ための、適切な児
童生徒理解の必
要性について理
解を深めることが
できる。

各
5

同一
８

212

技術・家庭科（技術分野）
「ネットワークを利用した
双方向性のあるコンテン
ツのプログラミングによる
問題解決にチャレン
ジ！」講座

213

児 童 生 徒 支 援
「SCHOOL“S”で児
童生徒にかかわり、
共に考えよう！
～ アセスメントで
深める児童生徒理
解　～」講座

◯ ◯

見方が変わる
と関わりが変
わ る 。 は じめ
て学ぶ児童生
徒理解

【準備物】
実習（運動等）に適した
服装（全ての内容を実
習の際に使用する服装
で受講をお願いします。
更衣室はありません。）

◯ ◯ ◯ ―

215

児童生徒支援
「児童生徒理解って
何？ＳＳＲの取組か
ら考える児童生徒
の成長に寄り添う支
援」講座

◯

「 分 か っ て い
るつもり」から
一 歩 先 へ 。
SSRから学ぶ
児童生徒理解

【準備物】
準備物はありません。

◯ ◯ ◯ ― 対面

尾道市立尾道
みなと中学校
（尾道市防地
町22-40）

令和８年７月29日（水）
１３：３０～１６：３０

不登校ＳＳＲ（ス
ペシャルサポート
ルーム）推進校に
おいての実践発
表 及 び 講 義 ・ 交
流 ・ 協 議 を 通 し
て、SSRが個々の
不登校等児童生
徒にとって安全・
安心で 成長でき
る居場所であるこ
とを理解し、適切
な児童生徒理解
の必要性につい
ての理解につな
げ る こ と が で き
る。

12 1◯

対面 SCHOOL“S”


